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潮見高齢者生活支援センター
『福祉のまちづくりプロジェクト』

• 地域の活性化・繋がりの中心を担ってきたあ
る地域の自治会。しかし高齢化やコロナの影
響を受け、これまでのような活動が難しく
なった…

• 包括の狙いは『地域の活性化』の後押し。
つながりが希薄となってしまった地域の活性

化を支援したい。

地域住民がこれまでやってこられたことに対

して、エンパワメントアプローチを行う。

自治会長

包括 地域の活性化
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「包括の役割を果たしてほしい」

そんな時

と住民の声が



包括の気づき

①住民主体のプロジェクトの中で、黒子になる

ことの難しさ

②地域の声の吸い上げが不十分

＊その一方で

地域には新たな資源も生まれている！

現在の活動

地域住民の声を聞くために

『芦屋浜魅力（ええとこ）探しアンケート』

を行う。

狙いは…

→住民や事業者に対し聞き取りを行い、

地域の再アセスメントを行う。

→これまでのネットワークの再構築

→新たなネットワークの形成

またあした食堂

わかば子ども食堂



基幹的業務担当



2023年1月度 支援センター連絡会報告用資料

精道高齢者生活支援センター・基幹的業務担当の活動（年度報告）～“省察的実践家”養成システムの構築プロセス

令和４年度 実施研修一覧

研修名 開催日
ケアマネ
事業所数

参加人数 包括数 参加人数
合計

事業所数
合計人数

介護予防ケアマネジメント研修① 5月24日（火） 14 45 4 10 18 55

介護予防ケアマネジメント研修② 11月18日（金） 16 28 4 7 20 35

介護予防ケアマネジメント研修③ 2月15日（水） 11 17 4 7 15 24

対人援助基礎講座① 10月20日（木） 4 5 1 1 5 6

対人援助基礎講座② 11月17日（木） 4 5 1 1 5 6

対人援助基礎講座③ 12月15日（木） 4 5 1 1 5 6

対人援助基礎講座④ 1月19日（木） 4 5 0 0 4 5

対人援助基礎講座⑤ 2月16日（木） 4 5 0 0 4 5

ケアマネジメント事例検討会① 6月16日（木） 0 0 0 0 0 0

ケアマネジメント事例検討会② 10月25日（火） 3 6 0 0 3 6

ケアマネジメント事例検討会③ 1月13日（金） 5 9 0 0 5 9

ケアプラン作成研修① 9月13日（火） 13 23 4 5 17 28

ケアプラン作成研修② 10月12日（水） 9 19 2 2 11 21

高齢者虐待防止研修 1月20日（金） 14 27 4 7 18 34

事業所数 包括
28 4

芦屋市内の居宅介護支援事業所
※ 令和4年10月現在（休止を除く）

ケアマネジメント事例検討会（１/１３）の様子 対人援助基礎講座の様子（１/１９）の様子

主任介護支援専門員に期待される役割
①介護支援専門員への個別支援※施設・居住系サービス
の介護支援専門員を含む
・ 介護支援専門員へのコーチング
・ 複雑な事例対応における指導・助言
・ 新規インテーク時等の同行訪問、サービス担当者会議の
開催や支援や同席
・ スーパービジョン（個別事例に基づく地域ケア会議等）
・ 地域における社会資源（インフォーマルも含む）等に関す
る情報収集及び情報の提供
・ 介護支援専門員と地域との連携や行政への働きかけ等
に関する支援
②事業所における人材育成と実施・支援
・ 職場内環境の調整・整備 ・ 研修会、勉強会、事例検討
会の計画・実施
・ 研修における講師・ファシリテーター
③ネットワークづくり・社会資源の創出
・ 介護支援専門員と介護サービス事業者や医療機関との
ネットワーク構築
・ 介護支援専門員と行政、地域包括支援センター、多職種
とのネットワーク構築
・ 介護支援専門員及び主任介護支援専門員間のネット
ワークの参加・構築
・ 各地域包括支援センターの主任介護支援専門員との連
携
・ 地域包括支援センター、介護サービス事業者、他の社会
資源とのネットワーク構築
・ 地域課題の抽出（地域ケア会議開催の働きかけ）

平成 ２５ 年度厚生労働省老健事業「主任介護支援専門員の研修制度
に関する調査研究事業（一般社団法人日本介護支援専門員協会）」よ
り抜粋

考察：主任介護支援専門員に期待される役割を踏まえ、
今年度は左記のとおり研修を体系的に実施してきた。
上記の赤字部分については、研修実施のプロセスにお
いて、一定の成果を上げてきていると考える。
令和５年度は基幹的業務担当の体制の変更、法定研修
のカリキュラム変更も議論されており、どのようにして
取組を継続するかが課題である。



2022年11月度 支援センター連絡会報告用資料

精道高齢者生活支援センター・基幹的業務担当の活動（中間報告）～“省察的実践家”養成システムの構築プロセス～

実践プロセス

４月令和４年2月

研
修
の
年
間
計
画
を
リ
リ
ー
ス

高齢者生活支援センター新任職員研修 6月21日（火）
介護予防ケアマネジメント研修① 5月24日（火）
介護予防ケアマネジメント研修② 11月18日（金）
介護予防ケアマネジメント研修③ 2月15日（水）
対人援助基礎講座① 10月20日（木）
対人援助基礎講座② 11月17日（木）
対人援助基礎講座③ 12月15日（木）
対人援助基礎講座④ 1月19日（木）
対人援助基礎講座⑤ 2月16日（木）
ケアマネジメント事例検討会① 6月16日（木）
ケアマネジメント事例検討会② 10月25日（火）
ケアマネジメント事例検討会③ 1月13日（金）
ケアプラン作成研修① 9月13日（火）
ケアプラン作成研修② 10月12日（水）

令和４年度 研修予定一覧
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模擬研修のふり返り、研修シラバス
の検討を開始

ケアマネジメント事例検討会開催
（10/25）

対人援助基礎講座開催（10/20）

【レビューと考察】
• 年度当初に年間計画を立案し、速やかに告知したが、
ペーパーレス化を図ったために研修案内そのものが
周知されていなかった。ケアマネジャーへの情報提
供は紙ベースが無難。

• 概ね月１回ペースで研修を企画・開催してきたが、
「義務研修」以外の研修受講希望者が低迷。

• ケアマネジャーの実務者の多くが主任ケアマネ
ジャーとなり、資格更新のための法定研修は「主任
介護支援専門員更新研修」となりつつある。兵庫県
の主任介護支援専門員研修、主任介護支援専門員
更新研修では、居宅サービス計画等を取り扱わない
ため、「ケアプラン研修」を開催したが、関心が低く、
受講者低迷。

• コロナ禍で、職能団体主催の研修会、有志による勉
強会などが相次いで中止され、「（実践者として）学
び続けるモチベーション」が低下。



2022年7月度 支援センター連絡会報告用資料

精道高齢者生活支援センター・基幹的業務担当の活動（中間報告）～“省察的実践家”養成システムの構築プロセス～

１ 背景 ～相談援助職の役割と実践力向上の特質～

２ 目標

３ 具体的内容とこれまでの取組

４ 今年度の予定

• ケアマネジャーや高齢者生活支援センター職員などの相談援助を基盤とする専門職は、利用
者の特性や利用者を取り巻く環境の多様性、利用者と相談援助職との援助関係などが実践
（仕事）の結果に大きく影響するため、“実践プロセス全体”を“総合的に評価”することが肝要

• 地域ケア会議や支援者会議では、検討事例の具体的な支援方法を学ぶことができる。また、
地域で開催される研修会等では、設定されたテーマに沿った知識や技術を学ぶことはできる。
しかし、相談援助実践は、“絶対的個別性”と“プロセス全体”が重視されるため、“ある事
例”“特定の知識や技術”で習得したことを、そのまま用いても上手くいかないことが多く、“応
用的実践力”を身に着けることが必要

• この応用的実践力の習得に最も有効とされる学習法が、実践
をふり返り、実践を評価・意味づけ・概念化し、新たな試みを
明確化する「経験的学習サイクル」と言われるもの【図１】

• しかし、多くの相談援助職は、コロナ禍により「利用者との面
接」や「ケア・カンファレンス」など対面の業務を省略することを
余儀なくされ、さらには対面の会議や研修会、自主的な学習
会の機会を奪われ、自身の実践を丁寧にふり返る機会を失っ
ているが、“仕事”として成立しているように見受けられ、省察
的実践家として存在することの意義を見失いかけている

実践 ふり返り

意味づけ新たな試み

① ②

④ ③

図１：経験的学習サイクル

• 介護保険サービス事業所をはじめ、障がい者総合支援法事業所、医療機関、社会福祉協議会等
において主 に相談援助業務（対人援助業務）に従事する職員が、地域におけるチームケアの推
進役（地域リーダー）、連携基盤の中心的役割、人材育成の担い手となるよう「人材育成システム
の体系化」をめざす。

体系的研修プログラムの実施

専門的知識・
技術習得

顔の見える
関係づくり

モチベーションUP

地域リーダーとしての活動
養成

活動

支援者支援 ネットワーク
促進

後進育成

• 基礎を積み上げながら，応用可能な実践力を身につけることを目標とし，最終的には地域の
リーダー的存在となれる人材を継続的に育成するシステムをめざす。

全５回（２時間×４回＋３時間＝１１時間）
対人援助職者が最低限おさえておくべき知識・技術，態度を体系的に網羅。

全７回（３時間×７回＝２１時間）
「人と環境との相互関連性を理解するための知識・理論（例：個人や人間を理解するため
の基礎知識，システムに関する基礎知識等）」で構成。

全６回開催（３時間×６回＝１８時間）
事例提供者に焦点を当て，支持的・教育的スーパービジョン機能を備えた「事例検討会」
（芦屋市ケアマネジャー友の会，芦屋市介護サービス事業所連絡会協力）
主任ＣMをはじめステップ１、ステップ２の修了者が検討会のファシリテーターを担当。

対人援助基礎講座（平成２６年度から実施）

対人援助ステップアップ講座（平成２７年度から実施）

芦屋市ケアマネジメント事例検討会（平成３０年度から実施）

• 平成２６年に基礎講座をスタートし、年度によっては
に複数コースを開催。多い時は、様々な分野から７０
人を超える専門職が参加者。

• 平成３０年から、より実践的な学習機会として事例検
討会を創設。外部講師を招くことなく、研修修了者や
市内の主任ケアマネジャーが検討会のファシリテー
ターを担うシステムで運用を開始。

図２：ケアマネジメント事例検討会

図３：主任ケアマネジャーの会

• コロナ禍により研修開催を中止していたが、令和３年
度は開催回数を減らして事例検討会を開催。【図２】

• 並行して主任ケアマネジャーや研修修了者を対象と
した講師養成講座を開催（ケアマネ友の会主催）。主
任ケアマネジャーの会で研修シラバスを作成。【図３】

• 令和４年１０月からは主任ケアマネジャー講師による
基礎講座開催



課題
（〇〇したい）

目標
（〇〇な状態にする）

具体的内容
（プログラム、取組内容）

担当 期限 現状（２月現在）

1 認知症の人や地
域で孤立しがち
な高齢者が、専
門的支援を受け
るだけでなく、
社会参加し続け
られるようにし
たい。

1 地域住民が高齢者生活支援セ
ンターをより身近に感じ、寄せ
られる相談が“より予防的”に
なる

① ４センターが活用している啓発
ツールの共有化（クラウド上の
データ共有と相互活用システム
の構築）

基幹的業務担当
４センター協働（社会福祉士部会）

2022/9/30 • 受託法人のセキュリティによりクラ
ウドでのデータ共有は不可と判断

② 高齢者生活支援センターの役
割や相談した先のプロセスが
わかる啓発ツールの作成

４センター協働（社会福祉士部会） 2023/3/31 • 「介護」や「高齢者」が前面に出ない
おしゃれなセンター案内を作成し発
行予定

③ 高齢者が自らのフレイルに対す
る意識が高まるイベントの実施
と啓発ツールの作成

４センター協働（保健師部会） 2023/3/31 • 各センターがそれぞれにフレイルの
教室を実施し、そこでのデータをも
とに啓発ツールの検討中

2 高齢者生活支援センターの職
員が、公的制度やサービス以外
のニーズに対応できる相談援
助実践力を身につける

高齢者生活支援センター新任
職員研修会の開催

基幹的業務担当 2022/6/30 • 完了（6/21に研修開催）

3 地域住民が認知症の人や孤立
しがちな高齢者を見つけたと
きに、専門機関へつなげるだけ
でなく、「（専門機関といっしょ
に）支える人」としてかかわり
続けてもらえるようになる

地域ケア個別会議（個別ケア
ミーティング）の開催

各支援センター 2023/3/31 • 虐待対応終了事例の地域ケア会議
を開催実績はゼロであったため、
主催者であるセンターの準備負担
が無い地域ケア会議の枠組みを検
討することとなる。（令和５年度活
動）

4 関心の高い住民が、認知症の
人や家族のニーズ充足のため
の活動に参画できるようにな
る

① 認知症サポーターが活動でき
る場づくり

４センター協働（認知症地域支援推進員） 2023/3/31 • 認知症を考えるあしやの会の定期
開催により、さまざまな地域活動
者が参画。活動者同士の交流が活
発化しており、「活動の場」の基礎
ができつつある。

② 認知症の人や家族と活動者の
マッチングのしくみづくり

４センター協働（認知症地域支援推進員）
地域支え合い推進員

2023/3/31

2 高齢者や支援者
がリハビリの必
要性や適否を専
門家に相談でき
るようにしたい

高齢者や家族、専門職がリハビ
リの必要性を、リハビリ専門職
に相談できるようになる

① 支援者がリハビリ専門職に直
接相談できる機会の開催

４センター協働（主任ケアマネジャー部会）
芦屋市PＴＯＴＳＴ連絡会

2023/3/31 • 自立支援型地域ケア個別会議の一
部をWeb上で公開し、その後に助
言者と傍聴者による座談会を実施

② 自立支援型地域ケア個別ケア
会議の前後でのリハ職への“プ
チ相談会”の実施

４センター協働（主任ケアマネジャー部会）
芦屋市PＴＯＴＳＴ連絡会

2023/3/31

令和4年度地域課題解決に向けたマスタープランに対する実践状況 2023年2月 基幹的業務担当作成


